
 

 

 

2024年度 

創発的研究支援事業 年次報告書【公開版】 

 

 

 

研究成果の概要 

本年度は、当初計画に対して一部進行の遅れや研究方針の修正があったものの、研究全体としては「局

所脳冷却技術」から「局所生体の温度制御技術」への展開を開始することができた。とりわけ、脳局所

に限定されていた冷却対象を他の臓器へと応用可能な技術として拡張し、今後の臨床応用や医療機器

開発への布石となる成果が得られた。 

また、これまで副次的研究として位置付けていたセンサ研究については、冷却デバイスとの併用により

「計測と治療の一体化デバイス」としての有用性を示すデータが得られた。特に、脳外傷術後のモニタ

リングデータを詳細に解析することで、マルチモダリティプローブの有効性を裏付ける結果を得るこ

とができた点は、本研究の成果の一つである。 

さらに、フェーズ 2に向けた研究方針の再編成により、脊髄冷却や擬似冷却といったテーマについては

本課題の枠組みから一旦保留とし、研究の焦点をより明確に定めた。信号処理技術に関しては、なお検

討すべき課題は残るものの、すでに論文化に向けた作業を開始しており、フェーズ 1の締め括りとして

一定の成果を得ることができた。これまでに得られた知見や手法は、今後のデータ解析技術の基盤とし

て活用される見込みである。 

加えて、本年度は創発研究者との新たな共同研究も開始され、異分野融合による知見の深化と連携の広

がりが得られた。さらに、超低侵襲で生体温度を制御する技術についても、理論および実験の両面から

検討を進める体制を整備し、次年度以降の発展に向けた重要な基盤を確保することができた。 
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